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楽し学舎 ～毎日が わくわくする 絆づくり中学校～

～「友愛祭」への参加、ありがとうございました！～

あっという間に師走（１２月）です。過日の文化祭「友愛祭」には、たくさんの保護者の皆様が来校し

てくださり、とても感謝しております。また、２年生の「起業体験」では各会社の商品をお買い上げくだ

さり、各会社とも予想を上回る売り上げになり、２年生も驚いておりました。ご協力、ありがとうござい

ました。

今年度もコロナ禍のため、様々な行事等が中止や延期、縮小となり、子供たちの学びの場が広がってい

ない状況です。しかし、今回の文化祭は実行委員が中心となり、感染症対策を講じた上での企画･運営に

携わってくれたおかげで、大成功に終わりました。実行委員の皆さん、ありがとうございました。

さて、本校ではキャリア教育推進プロジェクトとして、「ＮＥＸＴ１０～１０年間学ぶ意欲を持続させ

るために～」のスローガンを掲げ、１０年後のなりたい自分や将来の夢に向かってプランニングしたり、

課題解決学習を通して働く意義を理解したり、課題対応能力の向上を図ったりする取り組みを行っていま

す。その一環として２年生の「起業体験」や１年生が３学期に行う「職業人の話を聞く会」などの各学年

行事を計画しています。もちろん、文化祭の企画･運営もキャリア教育の一環と言えます。

では，なぜ，将来の夢や希望をもつことが大事なのか，それは，子供たち一人一人の「学びの意欲」に

も直結するからなのです。学校で学んでいるどんなことが，自分の夢の実現につながるのか，そのことを

はっきり意識できる生徒は少ないと思います。なぜなら夢というのは漠然としたもので，はっきりしてい

ない・分からないことが多いからなのです。将来の職業についても同じです。漠然としたものが，目の前

の現実的な学習としっかりと結びつくことはありません。

しかし，夢や希望は，自分から動き出す大きな「きっかけ」となります。子供にとっては，主体的に動

くためのエネルギーと言ってもいいかと思います。

今年度より学校教育の基準となっている中学校の学習指導要領が新しくなり，学校現場で実施していま

す。その中の『何のために学ぶのか』という各教科などの学習の意義を本校職員もしっかりと共有しなが

ら，日々の授業を進めています。しかし，『何のために学ぶのか』と向き合い，その答えを出すことはと

ても難しいことです。人それぞれの価値観等ともつながってくるからです。ただ，「将来，あんな職業に

就きたい。」とか「大人になったら，こんなことをしてみたい。」といった想いは，答えの一つになり得る

だろうと思いますし，子供たちに一歩を踏み出させる大きなきっかけともなります。

今回の文化祭や起業体験を通して，子供たちが『自分の夢』を意識してくれたなら，今回の文化祭や起

業体験・作品展は大成功です。今後も子供たちへのご支援･ご協力をよろしくお願いします。



友愛祭２日目。午後の部は「生徒会の発表」からスタートしました。生徒会メンバーによるいじめに関する映像を

全生徒で共有し、各学級でいじめについて話しあってほしい、という内容でした。文化祭終了後、各学年では道徳

や学活などを利用して真剣に話し合いを進めました。「いじめを許さない学校に！」という生徒会の強いメッセージ

を受け、学校だよりでもいじめについて取り上げてみたいと思います。

2013 年６月 28 日に「いじめ防止対策推進法」が公布されました。この法律ができるきっかけになったのは、平
成 23 年の「大津いじめ事件」でした。この事件は全国に大きなショックを与えました。事件から１０年、果たして私
たちの周りからいじめはなくなってきているのでしょうか。ほぼ全ての人が「いじめはいけない」と思いつつも、実際

のところ、なかなか”なくなりつつある”とは言いがたいのが現実です。

ですが、はっきりと言えることは、『いじめは人の命も奪いかねない人権侵害である』ということ、そして、『人をい

じめてよい理由なんていうものは存在しない』ということです。

まず、いじめの定義ですが、いじめ防止対策推進法には次のように書かれています。「いじめとは、児童等に対

して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人的関係にある他の児童等が行う心理

的または物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるものを含む）であって、当該行為の対象とな

った児童等が人身の苦痛をかんじているもの」とあります。

要約すると、いじめとは、子供に対して、周りの子供たちが行う心や体などに影響を与える行動（インターネット

を含む）のうち、対象となった子供が心や体に苦しさや痛みを感じているもの、ということになります。いくら加害の

立場の者が「いじめる気はなかった」「遊びのつもりだった」と言っても、被害の立場の者が「つらい」と感じたらそ

れはいじめになるということです。いじめは時間が経つにつれてだんだんエスカレートしていきます。エスカレート

する前に、周りの人や大人の力を借りて何とかいじめを止めなければなりません。

次回、いじめを重大化させる２つのキーワードからいじめの仕組みを知り、どうしていけばいじめはなくなってい

くのか、そのあたりを皆さんと一緒に考えていきたいと思います。（次回につづく･･･）

女子チーム 関東大会出場！！

１１月１０日（水）笠松運動公園特設コースにて、令和３年度茨城県中学校駅伝競争大会に男子駅伝チーム・女

子駅伝チームが参加しました。 一人一人が１秒を削り出し、最高のパフォーマンスを発揮しました。

結果は男子７位

女子３位

☆女子は関東大会（栃木県那須）に出場します☆

市Ｐ連親睦事業 茨城県アンサンブルコンテスト県東地区大会
市のＰＴＡ事業として 管楽七重奏

学校をつなごう防災 トロンボーン四重奏

ウォークリレーが行わ サクソフォーン三重奏

れました。 の３組が出場しました

ＰＴＡ役員の皆さん、 ｻｸｿﾌｫｰﾝ三重奏は優

ありがとうございまし 秀賞をいただき、県大

た。 会に出場します。

（県大会 12/18 牛久市）


